
（浄水場敷地面積　44,752㎡：既存37,948㎡+浄水池増設分6,804㎡）

№.1～№.6　550㎡ A=7,170ｍ
2
（13池）

総取水量は、1.0㎥/Sを超えないこと

・国土交通省の認可水量以上を取水

　してはいけない

総取水量に注意

・片平取水場において、ゲート操作・

　スクリーン除塵機などの操作を行う時

・「取水GATE制御範囲逸脱」警報が発生

　した時

警報が発生（総取水流量HI・HH）した時

・総取水量を（0.98㎥/ｓを目標に、

　片平取水場の各ゲート開度を調整すること　

・片平取水場において操作・除塵などの作業

　を行っていて、取水ゲートが「手動」

　モードの場合は片平取水場にいる職員

　に連絡すること
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天日乾燥床
No.10
470㎡

No.9
470㎡

別紙　詳細フローチャート 別紙　詳細フローチャート

（仮設）
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水中ポンプで
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V=130m3×2池
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常用活性炭

注入装置

V=30m3

Ｐ

Ｐ

Ｐ 返送ポンプ×2（22kW）

ろ過水

サンプリング
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毒物
監視池

ろ過水サンプリング
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片平取水場

中央

排水池
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（１０号池脇）

汚泥流出時は

枡内にある

水中ポンプで

１０号池へ

返送可能

試験室

排水

ＰＡＣ

Ｐ

薬品沈殿池

V=7,236m3×2池

(3,618m3×4池）

（
4
5
1
m
3
×
4
池
）

フ
ロ
ッ
ク
形
成
池

(

6
0
.
8
m
3
）

後
混
和
地

管理事務所 水道水

消火栓

C
滅菌井
(144m3)

本山
計量器室

注入機

次亜塩

No.1

No.2

No.4

No.5

返送

ポンプ
（7.5kW×2）

連

通

弁

流入弁

このルートは

不使用

排泥池－天日乾燥床
送泥連通弁
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洗浄水槽
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逆洗

導水管

φ=1.1m

L=1,850m
（接合井～着水井）

農業
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水質計器○
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ろ過池建屋
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集水桝

※仕切弁は、主要なものを表示
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ＭＬＳＳ計

C

運用水位

3.60～3.95m

HH 4.05 H 4.00

LL 2.80 L 3.50
オーバー 4.14m

ろ過水量
117.6m/日×45.9m2×16池＝

86,365m3/日

運用水位

自動運用水位 自動運用水位

1.50m 撹拌機運転

P運転

1.00m 撹拌機停止
0.70m P停止

MAX 120ℓ/ｈ

中 MAX 50ℓ/ｈ

後 MAX 30ℓ/ｈ

連

通

弁

除塵機×2

奈良井川

Ｈ26年3月～自動制御

奈
良
井
ダ
ム

予備

注入機×2

No.3

Ｐ

MAX 30ℓ/ｈ

No3

浄水池
V=3,800m3

流出電動弁

Ｐ

C

ＰＰ

本山ポンプ
洗浄ポンプ

Ｐ

浄水サンプ

リングポンプ

次亜給水

ポンプ

No.６

塩尻市

床尾浄水場

湧水

取水量

86,400ｍ3／日
取水ゲートmax 

1m3/sec

Ｔ Ｄ Ｂ

Ｐ Ｅ Ｕ

Ｔ Ｄ

導水トンネル

h=1.7m

L=3,307m
（沈砂池～接合井）

河川水位
2.9～3.3ｍ

常用活性炭注入率
最小 2mg/ℓ ～ 最大 25mg/ℓ

濁度60～500 5mg/ℓ

濁度500～1000 10mg/ℓ

濁度1000～2000 20mg/ℓ

■非常用発電機

設定 容量 定格燃費

片平 75 kVA 198 ℓ 24.3 ℓ/h

浄水場 375 kVA 地下6000ℓ+ 小出し490ℓ 82.6 ℓ/h 実負荷(Max）42ℓ/h

柿沢P 125 kVA 198 ℓ 35.1 ℓ/h

片丘P 55 kVA 90 ℓ 16.1 ℓ/h

茶臼山P 150 kVA 390 ℓ 37.5 ℓ/h

軽油タンク

■各ポンプ

設置場所 出力 台数

着水井 （未確認） 1

第１計量器室 1.5 kW 1

薬品沈殿池 0.75 kW 2

後混和池 2

ろ過池 2

第３計量器室 1

第４計量器室 1.5 kW 1

37 kW 2

3.7 kW 2

15 kW 2

55 kW 2

11 kW 2

37 kW 3茶臼山送水ポンプ 3.13 m3/分 44 m

柿沢送水ポンプ

各ポンプ場

1.25 m3/分 130 m

片丘送水ポンプ 1.39 m3/分 24 m

39 m

次亜給水加圧ポンプ 0.25 m3/分 40 m

本山送水ポンプ 1.04 m3/分 45 m

浄水サンプリングポンプ

洗浄水槽送水ポンプ

第４計量器室

3.52 m3/分

ろ過水サンプリングポンプ

ろ過水サンプリングポンプ

処理水サンプリングポンプ

揚程

毒物監視池送水ポンプ

原水サンプリングポンプ

吐出量

沈殿池サンプリングポンプ

名称

■天日乾燥床の運用

・No.10池は汚泥流出対応用のため常時空池とし、その他の12
池が汚泥投入の対象である。
・投入する池は、３池で１グループのローテーションを行う。
　　　Ｎｏ．１、４、５池
　　　　　↓
　　　Ｎｏ．１１、１２、１３池
　　　　　↓
　　　Ｎｏ．２、３、６池
　　　　　↓
　　　Ｎｏ．７、８、９池
・それぞれの池に対して、泥位１ｍ程度まで汚泥を投入する。
　３池とも泥位１ｍ程度になったら、次のグループへ移行する。

■濃縮槽の運用

設定 汚泥引抜間隔 ポンプ運転時間

低 ３６０分

中 １２０分

高 ６０分

※季節により設定。掻寄機速度は一定

３分

滞留時間(2池運用）
7,216m3÷（81,000m3÷24ｈ）＝

2.14時間 ≒ 2時間08分

■水質管理

残塩 濁度 色度 ｐH

浄水 1.0mg/以下 0.01度以下 0.5度以下 5.8～8.6

柿沢 1.0mg/以下 0.01度以下 0.5度以下 －

茶臼 1.0mg/以下 0.01度以下 0.5度以下 －

4月～6月 7月～9月 10月～11月 12月～3月

浄水池 0.38～0.42 0.45～0.50 0.38～0.42 0.35～0.38

茶臼山 0.34～0.37 0.38～0.45 0.34～0.37 0.34～0.37

※茶臼山計量器室にて、0.3mg/ℓを下回らないように設定

送水量

81,000ｍ3/日

3,375㎥/ｈ

塩尻市 16,500m3

（687.5m3/ｈ）

松本市 63,000m3

（2625m3/ｈ）

山形村 1,500m3

（62.5m3/ｈ）

■PAC注入制御

原水温度

原水濁度 　　　　　注入

原水pH

原水流量

後補正

目標値

処理水濁度

■次亜塩注入制御

ろ過残塩

茶臼山残塩 　　　　　注入

目標値

後補正

水明：演算 → 注入率→注入量

ｾﾝﾀﾑ：演算 → 注入率→注入量

水明：重回帰演算 → 注入率→注入量

ｾﾝﾀﾑ：演算 → 注入率→注入量

■水質管理

残塩 濁度NO1･2 3計量

ろ過水 0.32～0.36 0.01度以下 0.01度以下

運用水位（90m3/1m）

1.38～4.50m

返送P自動運転後1.41mで停止

排泥P自動運転 1.41～1.38m

ろ過池洗浄水量 平均270m3

表逆洗 3分 逆洗 5分 確認 3分

表洗27.54m3 逆洗217.92m3 確認約25m3

■ろ過池、排水池の運用

設定 逆洗頻度 排水池沈殿時間

24h 1.5h/池 １分

32h 2.0h/池 ２５分

40h 2.5h/池 ４５分

48h 3.0h/池 ７５分

※季節、ろ過池水位の状況により設定

河川返送弁、放流口到達時間
20% 100m3/ｈ 8分

42% 380m3/ｈ 4分

52% 460m3/ｈ 3分
参考値として、H25年12月17日のデータ

奈良井ダム貯水率対応
① 貯水率 70％ 未満になった時

② 貯水率 50％ 未満になった時

③ 貯水率 30％ 未満になった時

④ 貯水率 20％ 未満になった時

⑤ 貯水率 10％ 未満になった時

返送管
No1･2 各 280m3/ｈ

NO3 90m3/ｈ

No1+No2 400m3/ｈ

No1+No2+No3 450m3/ｈ

仮設活性炭注入率
最小 5mg/ℓ ～ 最大 20mg/ℓ

設定 5・10・15・20mg/ℓ

2池運用2.0時間

3池運用3.1時間

滞留時間(3池運用）
11,016m3÷（81,000m3÷24ｈ）＝

3.26時間 ≒ 3時間15分

サンプリング

水排水

閉（常時）

ﾀﾞｲﾎﾟﾘﾝ管（φ600) MH内

フラップ

ゲート

角
形

Ｕ
字

溝

（
使

用
時

の
み

設
置

）

既
設

側
溝

非常用
発電機室

冷却水

予備活性炭注入率
最小 5mg/ℓ ～ 最大 40mg/ℓ

濁度60～500 5mg/ℓ

濁度500～1000 10mg/ℓ

濁度1000～2000 20mg/ℓ

予備活性炭

注入装置
V=4.0m3

■水質計器と略記号

機器名称 略記号

バイオモニター Ｂ

残留塩素計 Ｒ

濁度計 Ｔ

アルカリ度計 Ａ

電気伝導率計 Ｅ

油分計（臭気モニター） Ｄ

ｐＨ計 Ｐ

塩素要求量計 Ｃ

紫外線吸光度計 Ｕ

フロック監視装置 Ｆ

生物モニター（魚） ＦＴ

Ｆ
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